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Decommissioning of Fukushima Daiichi NPP with Radiochemistry 
YAMANA H. 

福島第一原子力発電所廃炉と放射化学 

(原子力損害賠償・廃炉等支援機構)○山名 元 

 

【緒言】 事故を起こした東京電力福島第一原子力発電所の廃炉作業では、汚染水対

応、使用済核燃料の回収、燃料デブリの回収、放射性廃棄物の管理、等の未曽有の困

難な課題に対して、様々な取組みが進められている。この報告では、福島第一廃炉の

最新状況を紹介するとともに、廃炉や環境修復等において明らかになってきた放射化

学的課題の特徴やその重要性について解説する。 

 

【考察】 福島第一原子力発電所の３つの号機では、炉心溶融を含む過酷事故により

本来の閉じ込め機能（核燃料被覆管・原子炉圧力容器・格納容器）が失われた結果、 

核燃料物質や核分裂生成物核種の一部が異常な状態で存在している。これらは、原子

炉建屋内に分散している燃料デブリ、燃料取扱い機能が損なわれた貯蔵プール中の使

用済燃料、漏洩した放射性核種で汚染された多量の瓦礫等、放射性核種を含む汚染水、

汚染水処理の結果生じる水処理二次廃棄物、等である。事故後９年の間に実施された

様々な緊急措置や本格措置のおかげで、サイトは安定な状態で維持されており、今後

は、様々な特殊な手法や装置を用いてこれらの異常状態を解消し、放射線リスクを十

分に下げるための中長期的なオペレーション（燃料デブリ取り出し、放射性廃棄物の

処理等）が本格化する見通しである。 

 

今後のオペレーションでは様々な困難が予想されるが、放射線環境が過酷であること、

事故施設の状況が十分には把握できていないこと、汚染物質の性状・存在状況・挙動

などが十分には把握されていないこと、汚染物の量が膨大であり多種であること等が、

その理由である。廃炉作業は、新たに開発された遠隔装置や従来にないような土木建

築技術等を駆使して行われることになるが、この事業の難しさは“不確実さ”との闘

いにあり、周到な準備と慎重な作業が必要となる。 

 

“不確実さ”の幅を狭めてゆく事が安全性やコストを改善する上での鍵となるが、事

故施設内やサイト環境における放射性核種の化学的特性や挙動についての理解が未だ

不十分な事が一つの問題である。放射性廃棄物や燃料デブリの分析とそれらの性状や

挙動の解明、除染や安定化のための化学的な設計、汚染水の処理や処分、放射線安全

評価、環境中に出た放射性核種の挙動予測、等に関わる化学的な取り組みの強化が、

今後の廃炉事業での効率性を高め中長期の安全を確保する上で、極めて重要な意味を

持つと考えられる。 

 

放射化学的な探求の取組が福島第一廃炉において重要である事が強く実感されるが、

この事は海外の原子力レガシーサイトのクリンナップ事業においても同じである。世

界には福島第一と同様の「正常運用管理が適切に行われてこなかった原子力施設」が

多数あるが、これらの“原子力レガシーサイト”に対するクリンナップの取組強化が

期待される中で、放射化学的研究の重要性について、放射化学会の研究者の皆さんと

改めて考えてみたい。 
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Studies on Transfer Parameters in the Living-sphere for Estimation of Radiation Dose to Humans from 
Environmental Radionuclides 
TAGAMI, K. 
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Fig. 1. Schematic of transfer pathways of radionuclides. 


